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例会式典委員会

第5号

主
な
記
事

■セガサミー里見氏

■顔 大谷委員長
板橋室長

■開港祭大成功

■シリーズ例会⑤The Regular Meeting and The Ceremony NewsThe Regular Meeting and The Ceremony News

例会式典新聞■日時 8月24日（金）
19：00開始

■講師安藤忠雄
■会場 ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ

- COMING SOON -
次回開催予定

昭
和
２
年
10
月
１
日
に
誕
生
。
住
宅
地
が

連
な
る
丘
陵
部
「
丘
の
ま
ち
」
と
鶴
見
川
に

沿
っ
た
「
川
の
ま
ち
」
、
臨
海
部
の
「
海
の
ま

ち
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
京
浜

工
業
地
帯
の
中
核
と
し
て
日
本
の
重
化
学

工
業
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
戦
後
に
な
る
と
、

鶴見区鶴見区

戸塚戸塚区区

連連

載載

高
度
経

と
と
も

業
が
盛

り
、
住

広
が
る

下
町
ら

気
あ
る

済
成
長

に
商
工

ん
に
な

宅
地
の

山
側
と

し
い
活

海
側
と

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
街
並
み
に
変
貌
し
ま

し
た
。
現
在
の
人
口
は
約
26
万
人
。
特
に
鶴

見
駅
周
辺
は
、
横
浜
市
内
５
つ
の
副
都
心
の

１
つ
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
て
、
副
都
心
に

ふ
さ
わ
し
い
機
能
を
持
つ
街
へ
と
再
開
発
事

業
等
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（市
）

人
口
約
25
万
８
千
人
、
市
内
第
４
位
。
面

積
35
・
７
㎡
、
市
内
第
１
位
。
市
内
南
西
部

に
位
置
す
る
区
で
す
。
緑
や
水
が
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
南
北
に
流
れ
る
柏
尾
川
は
桜
並
木
と

と
も
に
区
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま

た
、
産

が
盛
ん

大
規
模

の
進
出

周
辺
に

営
ま
れ

す
。
ま

業
活
動

で
戦
後
、

な
工
場

や
鉄
道

商
業
が

て
い
ま

す
。
戸
塚
駅
の
周
辺
で
は
特
に
西
口
の
再
開

発
事
業
や
大
踏
切
の
廃
止
や
沿
道
の
ま
ち

づ
く
り
等
、
副
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
あ

る
街
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
賑
わ
い

と
活
力
の
あ
る
魅
力
溢
れ
る
ま
ち
に
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
（市
）

国際都市
構築 夢と希望に満ち溢れた横浜の未来

「
來
來
横
浜
〜
真
の
国
際
都
市
と
は
〜
」
。
７
月
例
会
に
セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
、
里
見
治
氏
が
登
場
。
「
い
い
失
敗
を
多
く
せ
よ
。

自
分
な
り
に
努
力
し
た
末
の
失
敗
は
大
き
な
糧
に
な
る
。
」何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
、

そ
の
都
度
這
い
上
が
っ
て
き
た
、
不
屈
の
闘
志
を
持
つ
氏
に
、
横
浜
が
世
界
を
魅
了
す

る
真
の
国
際
都
市
と
な
る
べ
く
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
や
展
望
を
お
話
し
頂
く
。

「横
浜
」が
真
の
国
際
都
市
と

な
る
た
め
に
・・・

セガサミーホールディングス代表取締役会長兼社長、里見治氏

今
回
の
例
会
は
大
谷

政
明
委
員
長
率
い
る
国

際
都
市
構
築
委
員
会
の

担
当
。
横
浜
の
未
知
な

る
可
能
性
を
発
信
す
る

た
め
の
例
会
と
題
し
、
夢

の
あ
る
講
演
を
セ
ガ
サ

ミ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
里
見
氏
に
お
願
い
し
て

い
る
。
２
０
０
９
年
に
羽

田
空
港
の
再
国
際
化
が

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や

よ
り
一
層
外
国
籍
客
船

の
寄
港
を
視
野
に
入
れ
、

来
訪
し
た
人
々
と
地
域

市
民
の
交
流
が
い
か
に
今

後
大
事
に
な
っ
て
く
る
か

を
ポ
イ
ン
ト
に
話
し
が
展

開
さ
れ
る
予
定
。
会
場

が
関
内
ホ
ー
ル
か
ら
県

民
共
済
み
ら
い
ホ
ー
ル
に

場
所
を
移
し
、
移
動
例

社名の由来

セ
ガ
（
Ｓ
Ｅ
Ｇ

Ａ
）
の
社
名
は
、
セ

ガ
の
前
身
で
あ
る

「
サ
ー
ビ
ス
ゲ
ー
ム

ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
」
の
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｓ
と
い
う
単
語
か

ら
、
各
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
頭
２
文
字

で
あ
る
「
Ｓ
Ｅ
」
と

「
Ｇ
Ａ
」を
結
合
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
を
通
じ
て
、
社

会
奉
仕
し
よ
う
と

い
う
企
業
理
念
を

あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。
（
光
）

会
と
な
る
今
回
、
大
谷
政

明
委
員
長
は
、
「
横
浜
の
都

市
イ
メ
ー
ジ
、
知
名
度
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
運
動
展
開

を
す
る
べ
く
、
政
策
の
提
言

を
横
浜
青
年
会
議
所
か
ら

発
信
し
、
真
の
国
際
都
市
を

構
築
し
て
い
け
た
ら
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

２
０
０
９
年
に
開
港
１
５
０

周
年
を
迎
え
る
横
浜
。
今

ま
で
以
上
に
国
際
都
市
と

し
て
の
役
割
、
期
待
が
大
き

く
膨
ら
む
中
、
ま
さ
に
今

我
々
が
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
（
光
）

第26回横浜開港祭
大成功にて閉会

去
る
６
月
１
日
（金
）
２

日
（
土
）
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
「
第
26
回
横
浜
開

港
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
き
な
事
故
も
な

く
大
勢
の
市
民
で
賑
わ

い
大
成
功
に
終
わ
り
ま

し
た
。
「
開
港
を
祝
い
、

港
に
感
謝
し
よ
う
」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
臨
港
パ
ー

ク
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
横

浜
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
バ
ン
ド
の
演
奏
や
ダ
ン

ス
、
ゴ
ダ
イ
ゴ
の
タ
ケ
カ

ワ
ユ
キ
ヒ
デ
さ
ん
が
出
演

す
る
ラ
イ
ブ
、
一
般
市

民
１
３
０
０
人
が
コ
ー
ラ

ス
を
奏
で
る
「
ド
リ
ー
ム

オ
ブ
ハ
ー
モ
ニ
ー
」な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
リ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ボ
ー
ト
や
屋
形
船
の
乗

船
会
を
は
じ
め
、
全
長
約

１
１
０
メ
ー
ト
ル
世
界
最

大
級
の
帆
船
「
海
王
丸
」

が
公
開
さ
れ
子
ど
も
達

の
元
気
な
声
と
と
も
に

人
気
を
集
め
ま
し
た
。
２

日
に
は
、
臨
港
パ
ー
ク
前

海
上
で
３
５
０
０
発
の

花
火
と
光
と
音
の
シ
ョ
ー

「
ビ
ー
ム
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」

が
幻
想
的
な
夜
空
を
彩

り
、
２
日
間
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
賑
や
か
に
演
出
し
ま

し
た
。
２
年
後
に
控
え
た

開
港
１
５
０
周
年
に
向
け

て
大
き
な
弾
み
を
つ
け
る

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

（
光
）

また来年!!

シリーズシリーズシリーズ

⑤

新たな試み

２
０
０
７
年
度
も
前
半
戦
が
終

わ
り
、
い
よ
い
よ
後
半
戦
に
突

入
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
こ
の

時
期
か
ら
の
例
会
は
、
担
当
委

員
会
主
催
例
会
と
し
て
各
委
員

会
の
発
表
の
場
と
な
っ
て
開
催

さ
れ
る
事
が
多
く
、
本
年
も
７

月
は
国
際
都
市
構
築
委
員
会
、

９
月
は
会
員
交
流
研
修
委
員
会
、

そ
し
て
、
10
月
は
開
港
１
５
０
周

年
推
進
委
員
会
主
催
の
例
会
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
年
度
は

正
副
理
事
長
の
意
向
を
受
け
、

担
当
委
員
会
の
例
会
で
あ
っ
て

も
単
な
る
発
表
の
場
と
せ
ず
、

あ
く
ま
で
講
師
例
会
と
し
て
開

催
す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
例
年
と
違
っ
た
発
表

形
式
で
な
い
例
会
を
皆
さ
ん
は

い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
毎

年
登
録
率
の
低
く
な
る
後
半
戦

の
例
会
。
今
年
の
新
た
な
試
み

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
の
か
、
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
（
岡
）

２００７年度国際都市構築委員会
委員長大谷政明君

「
横
浜
の
歴
史
と
文

化
を
学
び
郷
土
を
愛

す
る
心
を
育
む
こ
と

が
重
要
」
と
語
る
国

際
都
市
構
築
委
員
会

委
員
長
大
谷
政
明
君
。

大
谷
君
は
、
２
０
０
２

年
７
月
に
横
浜
青
年

会
議
所
に
入
会
。
西

区
在
住
の
40
歳
、
Ｂ

型
。
先
日
ご
結
婚
さ

れ
、
ま
だ
ま
だ
新
婚

ム
ー
ド
の
漂
う
大
谷

君
だ
が
、
昨
年
の
横

浜
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

創
造
委
員
会
所
属
の

際
に
開
催
し
た
例
会

に
引
続
い
て
、
県
民

共
済
み
ら
い
ホ
ー
ル

か
ら
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
に

対
し
て
新
た
な
発
信

を
行
う
。
「
真
の
国

際
都
市
の
あ
る
べ

き
姿
と
は
何
か
」
。

そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
が
魅
力
を
感

じ
る
街
、
伝
統
や
歴

史
・
文
化
に
基
づ
い

た
国
際
都
市
と
し

て
横
浜
が
さ
ら
に

世
界
に
誇
れ
る
ま

ち
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
を
確
信
し
て

い
る
と
語
る
。
（大
）

タイ料理
ニューサラタイ

今
日
は
長
者
町
に
あ
る

タ
イ
料
理
「
ニ
ュ
ー
サ
ラ
タ

イ
」
の
紹
介
で
す
。
24
時

間
営
業
の
こ
の
お
店
、
店

内
に
は
Ｖ
Ｃ
Ｄ
デ
ッ
キ
も

あ
り
タ
イ
カ
ラ
オ
ケ
も
О

Ｋ
。
コ
ッ
ク
は
バ
ン
コ
ク
出

身
で
東
北
地
方
か
ら
都
会

料
理
ま
で
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン

ル
な
ん
で
も
こ
な
す
。

店
員
も
全
て
タ
イ
人
。
店

一
番
の
お
勧
め
は
、
「
ト
ム

ヤ
ム
ク
ン
」
。
実
は
日
本
人

向
け
と
タ
イ
人
向
け
の
２

種
類
が
あ
っ
て
、
別
皿
で

盛
ら
れ
た
パ
ク
チ
ー
で
好

み
の
加
減
が
で
き
る
の
が

嬉
し
い
。
是
非
タ
イ
向
け

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
。
（和
）

自慢のトムヤムクン

お店の外観

今日の今日の今日の顔顔

２００７年度横浜開港祭室
室長板橋由紀君

「
横
浜
の
発
展
の
礎

で
あ
る
港
に
感
謝
し

誕
生
を
祝
う
開
港
祭

が
よ
り
定
着
し
更
な

る
前
進
が
あ
る
こ
と

を
確
信
し
た
」
と
興

奮
冷
め
や
ら
ぬ
胸
の

内
を
語
る
横
浜
開
港

祭
室
室
長
板
橋
由
紀

君
。
板
橋
君
は
、
１
９

９
７
年
10
月
に
横
浜

青
年
会
議
所
に
入

会
。
保
土
ヶ
谷
区
在

住
。
Ａ
Ｂ
型
。
昨
年

の
サ
マ
コ
ン
に
引
続

き
、
今
年
開
港
祭
と

い
う
大
き
な
事
業

を
無
事
成
功
さ
せ

た
板
橋
君
。
そ
の
功

績
も
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
過
去
の
Ｊ
Ｃ
経

験
が
認
め
ら
れ
、
２

０
０
８
年
度
理
事
長

予
定
者
と
し
て
、
１

９
９
５
年
山
口
弥
生

理
事
長
に
次
ぐ
女

性
２
番
目
の
理
事

長
と
し
て
の
大
役
が

目
の
前
に
迫
っ
て
い

る
。
「
全
て
の
メ
ン

バ
ー
と
志
を
同
じ

く
邁
進
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
。
（
光
）

発表！！２００７年上半期横浜７大ニュース

１位 ＭＭに「横浜アンパンマンこどもミュージアム」開業

２位 横浜アンパンマンこどもミュージアムに臨時列車直通

３位 港のバースデー「横浜開港祭」

４位 「ハバネロ」を使った激辛発泡酒全国販売

５位 東急東横線・相鉄線が相互直通へ ２０１９年４月運行

６位 セガ横浜に「ジャムおじさんのパン工場」をプロデュース

７位 「マリノスタウン」グランドオープン

ヨコハマ経済新聞編集部セレクト

編集後記編集後記

開
港
祭
の
花
火
、

よ
か
っ
た
ね
ぇ
〜
。

初
め
て
観
た
け
ど
、

感
動
〜
感
動
〜
の

連
続
で
し
た
。
２
日

間
の
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

ズ
の
お
手
伝
い
も
楽

し
か
っ
た
し
。
開
港

祭
最
高
！
横
浜
Ｊ
Ｃ

バ
ン
ザ
イ
！
ま
た
来

年
。
（
光
）



例会式典新聞 ２００７年（平成１９年） ７月６日 金曜日

日
本
青
年
会
議
所
が

主
催
す
る
三
大
会
（
１
月

京
都
会
議
、
７
月
サ
マ
ー

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
10
月
全

国
大
会
）
の
中
間
的
な
時

期
に
行
わ
れ
る
大
会
で
、

１
９
６
６
年
の
軽
井
沢
に

お
け
る
政
治
懇
談
会
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
時
の
政
治
研
究
意
見

交
換
、
提
言
発
表
に
「
経

済
」
と
い
う
切
り
口
を
加

え
東
京
経
済
人
会
議
を

経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
２
０
０
７
は
、
我
々
一

人
ひ
と
り
が
愛
国
心
と

道
徳
心
を
持
っ
て
、
忘
れ

か
け
て
い
る
武
士
道
精

神
を
根
底
と
し
た
「
日
本

の
力
」を
全
国
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
に
は
、
明
る
い

豊
か
な
社
会
、
国
家
を

築
く
と
い
う
強
い
意
志

を
持
つ
た
め
の
英
知
を

磨
き
、
本
年
度
の
運
動
の

さ
ら
な
る
飛
躍
と
な
る

起
点
と
位
置
づ
け
ま
す
。

ま
た
多
く
の
市
民
に
は
、

様
々
な
場
面
で
本
会
の

取
り
組
ん
で
き
た
運
動

や
提
言
を
訴
え
か
け
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く

の
参
加
者
に
気
づ
き
を

与
え
、
市
民
の
意
識
変

革
を
導
く
と
き
、
理
想

国
家
日
本
が
現
実
の
も

の
に
な
る
の
で
す
。

後
教
育
を
受
け
た
人
た

ち
の
中
で
、
こ
の
精
神
性

を
忘
れ
て
し
ま
い
、
他
人

を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
人
を
数
多

く
目
に
し
ま
す
。
今
こ
そ

祖
国
を
愛
す
る
心
と
高

潔
な
る
精
神
を
呼
び
覚

ま
し
、
日
本
人
の
心
を
次

の
世
代
に
つ
な
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
世
界
の
中
の
日
本
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
で
す
。
時
の
辻
会

頭
は
前
年
度
の
遠
山
会

頭
が
労
音
対
策
を
通
じ

て
政
治
意
識
に
目
覚
め

さ
せ
た
の
を
受
け
て
政

治
問
題
に
取
り
組
み
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
の

年
の
春
に
田
中
彰
治
事

件
が
明
る
み
に
出
、
政
界

の
黒
い
霧
問
題
が
巷
の

話
題
を
さ
ら
い
、
国
民
間

に
は
政
治
へ
の
不
信
感
、

疎
外
感
が
充
満
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
ま
た
一
方

で
青
年
会
議
所
は
政
治

問
題
に
つ
い
て
は
一
党
一

派
に
偏
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
基
本
原
則
に
よ
っ

て
積
極
的
に
は
介
入
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
情
勢
の
中
で
、
従
来
の

あ
り
か
た
を
破
る
挙
に

出
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
当
時
の
若
手
政

治
家
が
夏
場
避
暑
に
軽

井
沢
に
多
く
集
ま
る
こ

と
に
注
目
し
、
セ
ミ
ナ
ー

が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

サ
マ
コ
ン
っ
て
何
？

ど
ん
な
内
容
？

テ
ー
マ
は
、
「
日
本
の

力
」
発
信
！
〜
祖
国
を

愛
す
る
心
と
高
潔
な
る

精
神
で
導
く
理
想
国
家

日
本
創
造
に
向
け
て
〜
。

日
本
は
有
史
以
来
変
わ

る
こ
と
な
く
独
自
の
文

化
を
形
成
し
、
繁
栄
の
歴

史
を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
日
本
人
の
誇

り
で
あ
る
高
潔
で
徳
高

い
生
き
方
、
す
な
わ
ち

「
武
士
道
」
は
、
諸
外
国

に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど

の
高
い
精
神
性
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦

サ
マ
コ
ン
の
歴
史
っ
て
？

サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

の
歴
史
は
そ
の
前
身
か

ら
み
る
と
意
外
に
古
く
、

そ
の
端
は
１
９
６
６
（
昭

和
41
）年
の
第
１
回
政
治

問
題
セ
ミ
ナ
ー
に
始
ま

り
ま
す
。
当
時
、
日
本
は

戦
後
20
年
を
経
過
し
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
節

目
に
新
た
な
経
済
大
国

の
道
を
歩
み
始
め
て
い
ま

し
た
。
戦
後
の
経
済
復
興

を
担
う
若
手
実
業
家
の

集
ま
り
で
あ
っ
た
青
年

会
議
所
も
自
ず
と
そ
の

視
野
を
広
げ
国
の
将
来

サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
催
へ

２
０
０
７
年
「
日
本
の
力
」
発
信
！

２００７年度社団法人日本青年会議所
第５６代会頭奥原祥司君

今
年
も
サ
マ
コ
ン
の
季
節
が

や
っ
て
き
た
。
毎
年
横
浜
開

催
が
恒
例
と
な
っ
て
き
た
「
サ

マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
０

７
」
が
７
月
21
日
（
土
）
か
ら

22
日
（
日
）
の
２
日
間
、
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
。

毎
年
登
録
者
数
の
爆
発
的
な

増
加
に
伴
い
、
１
９
９
５
年
よ

り
大
き
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施

設
と
そ
れ
を
迎
え
入
れ
る
都

市
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
併
せ
持

つ
会
場
と
い
う
こ
と
で
、
横
浜

開
催
が
続
い
て
い
る
。
（
２
０
０

５
年
は
愛
知
博
覧
会
開
催
の

関
係
で
名
古
屋
開
催
も
有
）

「
日
本
の
力
」
発
信
！
と
い
う

テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る
今
回

も
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
日

本
Ｊ
Ｃ
奥
原
祥
司
会
頭
は
、

「
世
界
平
和
実
現
に
日
本
の

力
を
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
そ
の

抱
負
を
熱
く
語
っ
た
。
全
国

か
ら
集
ま
る
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と

交
流
が
図
れ
る
こ
と
も
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
（
光
）

サマーコンファレンス２００７
セミナー終了

「人間力大賞」決まる！

白石康次郎さん

７
月
１
日
つ
い
に
今
年
の

「
人
間
力
大
賞
」
が
決
ま
っ
た
。

全
国
３
０
５
名
の
候
補
者
の

中
か
ら
見
事
大
賞
に
選
ば
れ

た
の
は
、
神
奈
川
県
か
ら
は

海
洋
冒
険
家
の
白
石
康
次
郎

さ
ん
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の

三
浦
知
良
さ
ん
ら
11
名
。
全

国
各
地
で
文
化
や
福
祉
、
ス

ポ
ー
ツ
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
分
野
で
活
躍
す
る
傑
出
し

た
若
者
（20
〜
40
歳
）
が
選

ば
れ
る
こ
の
大
会
、
大
さ
ん

橋
ホ
ー
ル
（中
区
）
で
開
催
さ

れ
た
。
白
石
さ
ん
は
世
界
一

周
の
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
で
世
界
２

位
の
快
挙
が
認
め
ら
れ
て
今

回
受
賞
へ
と
輝
い
た
。
「
ど
ん

な
状
況
で
も
仲
間
と
自
分
を

信
じ
、
夢
を
持
っ
て
、
港
を
目

指
す
姿
を
見
せ
て
い
く
こ
と

が
私
の
役
割
」
と
白
石
さ
ん

は
話
す
。
（
光
）

OPENING

MAIN FORUM Ⅰ

EVENING BANQUET

MAIN FORUM Ⅱ

CLOSING

先
月
15
日
、
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
ー
ル
（中
区
）
に
て
横

浜
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
委
員

会
主
催
「
サ
マ
ー
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
０
７
セ

ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
部
で
は
こ

れ
ま
で
の
サ
マ
コ
ン
に
関

す
る
調
査
報
告
が
、
ま

た
二
部
で
は
日
本
Ｊ
Ｃ

副
会
頭
横
田
貴
次
君
を

招
い
て
講
演
会
が
開
か

れ
、
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
は
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
た
。
（
光
）

ロイヤルホール（中区）

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
チ
ェ
ン
リ
ー
大
会
閉
幕

５
月
30
日
（
水
）〜
６
月
３
日
（
日
）

第
57
回
Ｊ
Ｃ
Ｉ
ア
ジ
ア

太
平
洋
エ
リ
ア
会
議
が

台
湾
の
チ
ェ
ン
リ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
横
浜
Ｊ

Ｃ
と
長
年
親
交
を
深
め

て
き
た
シ
ス
タ
ー
Ｊ
Ｃ

で
も
あ
る
台
湾
と
い
う

地
で
の
開
催
で
あ
っ
た

が
、
残
念
な
が
ら
横
浜

開
港
祭
の
開
催
日
と

重
な
り
、
横
浜
か
ら
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

状
態
で
は
あ
っ
た
が
、

正
副
を
は
じ
め
渉
外
委

員
会
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
で
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ

ト
ブ
ー
ス
出
展
な
ど
精

力
的
に
活
動
を
行
っ
た
。

（
光
）

スペシャルゲスト
佐藤藍子

■日時：７月２１日（土）
１１:００～１１:３０

■場所：国立大ホール

日本ＪＣ会頭との対談を行います。

「理想国家日本の創造のために！」
■日時：７月２１日（土）

１１:３０～１３:００
■場所：国立大ホール

祖国愛や日本の伝統的道徳心の復興がいか
にして理想国家日本創造への鍵となるかを訴
えます。

１７５Ｒ

■日時：７月２１日（土）
１７:００～１９:００

■場所：円形プラザ

各地の夏祭りをイメージし
て企画。

OMOIYARIの心と祖国愛を礎とした
「日本の力」の復活に向けて

■日時：７月２２日（日）
９:３０～１１:３０

■場所：国立大ホール

伊藤由奈

■日時：７月２２日（日）
１１:３０～１２:００

■場所：国立大ホール

思いのこもった歌を通じて「心」を
発信。

日本ＪＣのＨＰ
～ご覧になってますか～

LOMとはまた違った情報が満載です。
＜一般向け＞

http://www.jaycee.or.jp/
＜会員向け＞

http://www07.jaycee.or.jp/2007/


